
善

団

事



善

団

等



木

衛

学

会



題
字
　
藤
　
枝
　
　
晃
　
刻



次

目

巻

頭

一百
１
１
木
簡
保
存
法
の
思
い
出

一
九
八

一
年
出
上
の
木
簡

要例
平
城
官
跡

奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡

法
隆
寺

藤
原
官
跡

長
岡
京
跡

長
岡
京
跡

三
条
西
殿
跡

蔦
羽
離
官
跡

若
江
遺
跡

佐
堂
遺
跡

大
阪
城
三
の
九

（大
手
口
）
遺
跡

東

野

治

之

′

清
田
善
樹

。
今
泉
隆
雄
　
７

清
　
田
　
差
【　
樹
　
″

清

田

善

樹

％

加

藤

　

　

優
　
必

清

水

み

き

％

鈴

木

久

男

”

定

森

秀

夫

影

上

村

和

直

”

阿

部

嗣

治

節

三

宅

正

浩

ν

藤

井

直

正

″
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久

小
曽
根
遺
跡

尾
張
国
府
跡

下
津
城
跡

坂
尻
遺
跡

小
川
城
跡

恒
川
遺
跡

三
ツ
寺
Ⅱ
遺
跡

下
野
国
府
跡

多
賀
城
跡

郡
山
遺
跡

胆
沢
城
跡

道
伝
遺
跡

笹
原
遺
跡

坪
　
井
　
清

大
金
宣
亮
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次

明
成
寺
遺
跡

安
田
遺
跡

大
森
鐘
島
遺
跡

高
堂
遺
跡

漆
町
遺
跡

（
ｃ
地
区
）

南
吉
日
高
山
遺
跡

百
間
川
遺
跡
群

（原
尾
島
遺
跡
）

草
戸
千
軒
町
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
四
）

奈
良

・
平
城
官
跡

（第
二
二
次
南
）

奈
良

。
平
城
官
跡

（第
二
七
次
）
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博
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木
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学
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水
産
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札
を
め
ぐ
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て
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漆
紙
文
書
」
出
土
概
要

彙
　
　
報

鬼 鬼

頭 頭

清 清

明 明
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広
島

ｏ
道
照
遺
跡

山
口
ｏ
長
門
国
分
寺
跡

和
歌
山

・
野
田
地
区
遺
跡

和
歌
山

・
湯
川
神
社
境
内
遺
跡

福
岡

。
大
学
府
跡

（大
楠
地
区
）

福
岡

・
九
州
大
学

（筑
紫
地
区
）
構
内
遺
跡

福
岡

。
長
野
遺
跡

福
岡

・
辻
日
西
遺
跡

奈
良

。
平
城
宮
跡
六
第
二
八
次
）

奈
良

・
平
叛
官
跡

（第
二
九
次
）

和
　
田

率

佐
　
藤
　
宗

諄

鬼 鬼

頭 頭

清 清

明 明

θδ θ7752   ′∂7   θ7



凡

例

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
筒
出
土
地
の
調
査
機
関
に
依
頼
し
て
、
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
は
編

集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
原
稿
の
配
列
は
ほ
ぼ
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

。
幅

・
厚
さ
を
示
す

（単
位

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
三
桁
の
荻
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（
五
頁
第

一
図
参
照
）
。

「
　
」
　

　

木
筒
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
示
す
。

＜
　
　
　
　
木
簡
の
上
端

・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

く
く
　
　
　
抹
消
し
た
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍
に

付
し
た
。

■
目
園
　
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

□
□
口
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

口
Ｈ
回
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

ロ
ーー
国
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

×
　
　
　
　
前
後
に
文
字
の
つ
づ
く
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
等
に

よ
り
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

『
　
』
　

　

異
筆
、
追
筆
。

―
、
　
　
　
合
点
。

・　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔
　
〕
　

　

校
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、

本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

力
　
　
　
　
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。

マ
マ
　
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

〓
…
。
　

　

同

一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
折
損
等
に
よ
り
直
接
つ
な
が
ら

ず
、
中
間
の
文
字
が
不
明
な
も
の
。

Ｗ
　
　
　
　
組
版
の
関
係
で

一
行
の
も
の
を
二
行
以
上
に
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

つ
た
場
合
、
行
末

・
行
初
に
つ
け
た
も
の
。

一
、
地
形
図
は
原
則
と
し
て
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
地
形
図
を
使
用

し
図
名
を

（　
）
内
に
示
し
た
。
地
図
中
の
▼
は
木
筒
の
出
土
地
点
を
示
す
。

一
、
釈
文
の
最
下
段
に
三
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
簡
の
形
態
を
示
し
、

つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る

（六
頁
第
二
図
参
照
）
。

ｏ
〓
型
式
　
短
冊
型
。



1981年出上の木簡

ｏ
５
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

ｏ
】
型
式
　
小
形
矩
形
の
も
の
。

ｏ
烙
型
式
　
小
形
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

ｏ
翠
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

頭

・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
鰯
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

ｏ
鵠
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
望
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
３
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折

損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
切
の
も
の
。

ｏ
２
型
式
　
用
途
の
明
際
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
緞
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

ｏ
望
型
式
　
削
屑
。

広
島

・
草
戸
千
軒
町
遺
跡
及
び
道
照
遺
跡
出
土
木
簡
の
型
式
番
号
は
、
広
島

県
車
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

『草
戸
千
軒
―
木
簡

一
―
』
を
参
照
さ
れ
た

い
。

「
＜
武
裁
國
男
会
郡
餘
戸
里
大
贄
鼓

一
斗
天
平
十
八
年
十

一
月
」

ｘ
位
下
財
椋
人
安
万
呂

ｘ
行
夜
使
例
注
旗
故
移
　
」

「

泉
進
上
材
十
二
條
中

「　
　
番
長
二
人

請
飯
蔵
部

一
人

史
生

一
人

舎
人
十
七
人

右
依
例
所
請
如
件

桁

一
條

ｘ

又
八
條

ｘ

第 1図 木簡釈文の表現法
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1981年出上の木簡

奈
良
・
藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
四
分
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
五
月
を

一
九
八
二
年

（昭
５７
と
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
£
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
狩
野
　
久

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衡
跡

６
　
遠退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
ｉ
八
世
紀
初
頭

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八

一
年
度
は
官
の
西
南
隅
地
域
調
査

（第
一一一四
次
）
に
お
い
て
木
簡
が

一

点
出
上
し
た
の
み
で
あ
る
。
当
地
域
は
官
の
西
面
大
垣
と
南
面
大
垣
の
接
続
部

を
含
む
場
所
で
、
面
積

一
四
六
二
ド
を
調
査
し
た
。
藤
原
官
時
代
の
遺
構
は
両

大
垣
の
他
、
西
面
内
濠
と
南
面
内
濠
の
接
続
部
、
西
面
外
濠

・
南
面
外
濠
等
で

あ
る
。
両
外
濠
の
接
続
部
分
は
民
家
が
あ
り
、
調
査
区
外
で
あ
る
。

西
面
大
垣
は
七
間
分

一
九
ｍ
、
南
面
大
垣
は
六
間
分

一
六
ｍ
検
出
し
、
柱
間

寸
法
は
二

・
七
ｍ
（九
尺
）
で
あ
る
。
内
濠
は
、
幅
は
一
・
八
ｉ
二

・
二
ｍ
、

深
さ
○

・
七
ｍ
で
北
流
し
、
堆
積
層
は
上

。
中

・
下
三
層
あ
り
、
上
層
か
ら
は

多
量
の
瓦
が
出
上
し
た
が
、
中

・
下
層
は
遺
物
が
少
な
い
。

外
濠
は
、
北
面
や
東
面
に
お
い
て
は
廃
都
と
共
に
埋
没
し
た
が
、
西
面

・
南

面
に
お
い
て
は
一
〇
世
紀
頃
ま
で
水
路
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
流
量
も
多
く
、

後
世
の
氾
濫
と
浸
蝕
に
よ
り
著
し
く
拡
大

・
変
形
し
て
い
る
。
西
面
外
濠
は
二

七
ｍ
分
を
検
出
し
た
が
、
幅

一
〇
ｍ
に
ま
で
な
る
個
所
が
あ
る
。
当
初
の
流
路

を
残
し
て
い
る
部
分
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
下
底
部
幅
は
五
ｍ
程
と
な
る
。
南
面

外
濠
は
二
〇
ｍ
分
を
検
出
し
、
溝
幅
は
東
端
で
六

・
二
ｍ
あ
る
が
、
溝
下
底
で

は
三
ｍ
の
当
初
の
流
路
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
西
半
も
二
次
的
に
溝
幅
が
広
が

り
、
北
岸
は
北
西
方
向
に
斜
行
し
て
西
面
外
濠

へ
向
う
。
深
さ
は
、
南
面
外
濠

で
一
ｍ
、
西
面
外
濠
の
南
端
は
一
・
三
ｍ
、
北
端
は
一
・
六
ｍ
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
西
流
し
、
北
流
す
る
。
西
面
外
濠
の
推
積
層
は
五
層
あ
り
、
底
か
ら
灰
色

′ミ
ラ
ス
、
灰
色
粘
土
Ⅲ
、
灰
色
砂
、
灰
色
粘
土
Ｉ
、
灰
色
粘
土
Ｉ
の
順
で
あ
る
。

最
下
層
の
灰
色
バ
ラ
ス
層
は
広
が

っ
た
溝
の
全
域
に
あ
り
、
藤
原
宮
期
か
ら
平

安
初
期
ま
で
の
遺
物
を
含
み
、
木
筒
も
こ
の
層
か
ら
出
土
し
た
。
最
上
層
か
ら

は
一
〇
世
紀
の
遺
物
が
出
上
し
て
い
る
。
南
面
外
濠
の
堆
積
層
も
ほ
ば
同
様
で

あ
る
。
外
濠
か
ら
の
他
の
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
土
器

・
瓦
の
他
、
等
身
大
人

形
、
削
り
掛
け
、
陽
物
形
板
状
品
、
曲
物
、
槽
、
隆
平
永
宝
、
延
喜
通
宝
、
獣

骨
、
桃
核
等
の
自
然
遺
物
、
弥
生
時
代
の
土
器
、
釦
鏃
等
が
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

。
×
□
□

欲
□
く
□

×

〔年
と

。
×
五
□
八
月
十
九

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

大
じ

越

ｏ曽

９
　
関
係
文
献

絵
触
躙
短
腋
　

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
１２
』
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年

（加
藤
　
優
）



京
都
。
三
条
西
殿
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
市
中
京
区
烏
丸
通
姉
小
路
下
ル
場
之
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
二
月
ｉ
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
安
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
下
條
信
行

。
植
山
　
茂

・
定
森
秀
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
逹退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

発
掘
地
は
、
平
安
時
代
後
期
に
藤
原
摂
関
家
の
邸
宅
で
あ

っ
た
三
条
西
殿
の

東
南
角
に
あ
た
る
地
点
で
あ
る
。　
一
九
六
九
年
に
平
安
博
物
館
が
同
所
に
二
本

の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
い
て
、

三
条
大
路
の
北
側
側
溝
と
鳥
丸

小
路
の
西
側
側
溝
と
推
定
さ
れ

る
溝
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
今

回
は
、
全
面
的
に
発
掘
を
行
い
、

主
に
中

。
近
世
の
上
羨

。
井
戸

・
瓦
溜
な
ど
を
多
荻
検
出
し
た

が
、
平
安
時
代
の
遺
構
は
極
め

て
少
な
か
っ
た
。

三
条
大
路
側
溝
と
し
て
は
、
平
安
時
代
後
期
と
推
定
さ
れ
る
素
掘
り
の
溝
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
南
側
に
室
町
時
代
後
半
ｉ
江
戸
初
期
と
推
定
さ
れ
る
石

組
溝
二
本
が
重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
。
下
段
の
石
組
溝
は
、
石
組
の
内
側
で
さ

ら
に

一
段
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
て
、
埋
土
は
暗
青
灰
色
粘
質
土
と
な

っ
て
い
た
。

巡
礼
札
は
こ
の
粘
質
土
か
ら
出
上
し
、
室
町
時
代
後
半
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の

上
に
さ
ら
に
石
組
の
溝
が
あ
り
、
こ
れ
は
江
戸
初
期
ま
で
使
用
さ
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
。

３
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

巡
礼
札
は
三
枚
検
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
上
端
を
尖
り
気
味
に
し
、
孔
を
有
し

て
い
る

（番
号
は
実
測
図
の
番
号
と
一
致
す
る
。　
な
お
、
釈
文
は
当
館
の
藤
本
孝

一
氏

に
御
願
い
し
た
）。

ω

「
西
國
汁
三
所
順
礼
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ］質
∞？
、
ョ

②

「
西
國
汁
三
所
順
礼
同
行
二
人
」
　
　
　
　
　
　
　
μヽ
マ
トメ
ド
ロ

①

「
西
國
井
三
所
順
礼
同
行
二
人
」
　
　
　
　
　
　
　
〕⇔露
卜留
卜
冨

こ
の
種
の
巡
礼
札
は
伝
世
品
と
し
て
、
岩
手
県
中
尊
寺
、
栃
木
県
錢
阿
寺
、

滋
賀
県
石
山
寺
な
ど
に
残
っ
て
い
る
。
な
お
、
当
遺
跡
の
す
ぐ
近
く
に
西
国
第

十
八
番
札
所
で
あ
る
六
角
堂

（頂
法
寺
）
が
あ
る

（地
図
参
照
）。

９
　
関
係
文
献

白
石
太
一
郎

。
伊
藤
玄
三
・
近
藤
喬

一
『平
安
京
三
条
西
殿
跡

発
掘
調
査
報
告
』

（『平
安
博
物
館
研
究
紀
要
』
３
）
一
九
七
一
年

(京都東北部 2万 5千分の 1)



1981年出上の木簡

定
森
秀
夫

「
図
版
解
説

。
三
条
西
殿
跡
出
上
の
巡
礼
札
」

Ｇ
古
代
文
化
』
３３
‐
‐２
）

曇夫
ё耳

3o                10cm

一

―



1981年出上の木簡

大
阪
・若
江
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
東
大
阪
市
考
江
本
町

・
北
町

。
南
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
十
月
を

一
九
八
一
年

（昭
５６
）
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
東
大
阪
市
教
育
委
員
会

・
動
東
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
阿
部
嗣
治

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

・
寺
院
跡

・
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
を
安
土

・
桃
曲
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

若
江
遺
跡
は
、
旧
楠
根
川

（現
在
の
第
二
寝
屋
川
）
が
形
成
し
た
沖
積
平
野
上

に
位
置
す
る
休
生
時
代
後
期
か
ら
安
土

・
桃
山
時
代
の
複
合
遺
跡
で
、
標
高
約

五
ｍ
で
あ
る
。
古
く
か
ら
歴

史
上
有
名
な
若
江
城

。
若
江

寺
が
存
在
し
て
い
る
所
と
し

て
著
名
で
あ
る
。
遺
跡
は
、

一
九
三
四
年
楠
根
川
改
修
工

事
の
際
に
多
量
の
弥
生
土
器
、

土
師
器
、
須
恵
器
、
瓦
な
ど

が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

発
掘
調
査
は
、　
一
九
七
二
年
に
若
江
小
学
校
校
舎
増
築
に
伴
う
調
査
を
実
施

し
て
以
来
、
現
在
ま
で
国
庫
補
助
事
業

・
下
水
道
管
渠
築
造
工
事

。
府
道
四
条

と
長
堂
線
拡
幅
工
事
な
ど
に
伴
う
調
査
を
は
ば
毎
年
実
施
し
、
そ
の
調
査
総
面

積
は
約
六
〇
〇
〇
ポ
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
り
、
若
江
板
の
堀

・
壁
基
壇

・
礎
石

・
井
戸

。
溝
、
あ
る
い
は
中
世
集
落
に
伴
う
井
戸

・
溝

・
土

羨

・
ピ
ッ
ト
な
ど
の
遺
構
を
数
多
く
検
出
し
て
お
り
、
若
江
城

・
中
世
集
落
の

様
相
は
徐
々
に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

木
簡
は
、
一
九
八
〇
年
の
調
査
で
検
出
し
た
若
江
城
の
堀
内
よ
り
出
上
し
た
。

検
出
長
約

一
〇
〇
ｍ
、　
検
出
幅
約
九
ｍ
（堆
定
幅
約
一
二
ｍ
）、　
深
さ
約
二
ｍ
を

測
り
、
二
段
掘
り
を
行
な
っ
て
い
る
。
埋
土

。
堆
積
上
の
状
況
か
ら
見
て
短
時

間
に
埋
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
遺
物
は
、
土
師
器

・
須
恵
器

・
瓦
器

。
陶
磁

器

・
瓦

・
木
製
品

。
金
属
製
品
な
ど
が
多
量
に
出
上
し
て
お
り
、
最
も
新
し
い

遺
物
は
、　
三
ハ
世
紀
後
半
で
あ
る
。
木
筒
は
こ
れ
ら
の
遺
物
に
伴

っ
て
堀
の
底

に
は
り
付
い
た
状
況
で
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
現
在
ま
で
検
出
し
た
遺
構

。
遺
物
は
、
考
江
城
の
規
模

・
構
造

あ
る
い
は
城
内
生
活
を
探
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
『
同日
―‐

奉
轄
讀
大
般
若
経
難
信
解
品
之
初
也
□

『
正
月
三
日

木
簡
の
右
下
半
に
墨
書
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
判
読
不
可
能
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
本
木
筒
と
同
様
の
木
筒
が
出
土
し
て
い
る
広
島
県
福
山
市
草
戸
千

』

解
∞
Ｏ
Ｘ
中
Φ
Ｘ
伽
　
　
Φ
μ
【

』
　
　
　
」

(大阪東南部)



軒
町
遺
跡
の
例
を
見
る
と
同
位
置
に
年
号
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
、
本
木
筒
左
下

半
に
月

・
日
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
右
下
半
に
は
年
号
の
記
載
が

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

腑
醐

競
薮
　

『若
江
寺
跡

。
若
江
城
跡
　
東
大
阪
市
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調

査
概
報
１５
』

（東
大
隊
市
教
育
委
員
会
）
　
　
　
　
一
九
七
五
年

辮
剛

邦
様
　

「若
江
城
跡
」

Ｇ
若
江
城
跡
　
北
鳥
池
遺
跡
調
査
報
告
』
東
大
阪
市

遺
跡
保
護
調
査
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年

福
永
信
雄
　

「
公
共
下
水
道
第
１６
工
区
管
渠
築
造
工
事
に
伴
う
若
江
遺
跡
の

発
掘
調
査
」

（『調
査
会
ニ
ュ
ー
ス
』
配
９
　
東
大
阪
市
遺
跡
保
護
調

査
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
七
年

芋
本
隆
裕

　

「若
江
遺
跡
」

Ｑ
鬼
塚
遺
跡
Ｉ
。
若
江
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
　
東
大

阪
市
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
査
概
報
１９
』
　
東
大
阪
市
遺
跡
保
護
調
査

会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年

勝
田
邦
夫
　

「若
江
遺
跡
」
Ｇ
縄
手
遺
跡
・
瓜
生
堂
遺
跡
。
若
江
遺
跡
・
額
田
寺

跡
　
東
大
阪
市
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
査
概
報
２．
』
　
東
大
阪
市
赦
育

委
員
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年

「若
江
遺
跡

・
山
賀
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」

（『東
大
阪
市
遺
跡

保
護
調
査
会
発
掘
調
査
概
報
集
一
九
八
〇
年
度
』
　
東
大
阪
市
遺
跡
保

護
調
査
会
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

「若
江
遺
跡
の
現
状
と
展
望
」

（『調
査
会
ニ
ュ
ー
ス
』
胤
２０
　
東

大
阪
市
遺
跡
保
護
調
査
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
一
年

『
半
堂
遺
跡

。
若
江
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
　
東
大
阪
市
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
調
査
概
報
２３
』

（東
大
阪
市
教
育
委
員
会
）
一
九
八
二
年

『若
江
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ｉ
遺
構
編
』

（東
大
阪
市
遺
跡
保

護
調
査
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年

（阿
部
嗣
治
）

勝上阿
田野部

邦利嗣
夫明治

阿
部
嗣
治

下
村

晴
文

上
野

利
明

阿
部

嗣
治

勝
田

邦
夫
ほ
か



木

簡

研

究

第
毒

巻
頭
言
―
―
木
簡
と
墨
書
土
器
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
　
邦
雄

一
九
七
九
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
宮
跡
庭
園
跡

藤
原
官
跡
　
藤
原
京
条
坊
関
連
遺
構
　
長
岡
京
跡
　
平
安
京
左
京

内
膳
町
跡
　
国
府
遺
跡
　
大
阪
城
二
の
九
全
爪
橋
口
）
遺
跡
　
木
津

民
館
跡
　
下
津
城
跡
　
城
山
遺
跡
　
新
倉
館
跡
　
鴨
遺
跡
　
穴
太

遺
跡
　
服
部
遺
跡
　
畑
田
廃
寺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
道
伝
遺
跡

払
田
柵
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
尾
道
市
街
地
遺
跡
　
安
芸
国
分

尼
寺
伝
承
地
　
久
米
窪
田
狂
遺
跡
　
金
光
寺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡
０

平
城
官
跡

（第
〓
二
次

・
第
一
六
。
一
七
次
・
第
一
八
次
。
第
二
〇
次
）

周
防
鋳
銭
司
跡

木
簡
と
大
宝
令

中
国
に
お
け
る
雲
夢
秦
簡
研
究
の
現
状

柚
井
遺
跡
出
土
の
木
簡

彙
報

（残
部
僅
少
）
頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円

岸
　
　
俊
男

永
田
　
英
正

栄
原
永
遠
男



1981年出上の木簡

大
阪

・

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
豊
中
市
北
条

一
丁
目

一
七
九
番
地

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）

一
〇
月
を

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
中
市
薮
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
橋
本
正
幸

・
柳
本
照
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
ｉ
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
曽
根
遺
跡
は
豊
中
市
の
東
南
部
に
あ
た
り
、
か
つ
て
は
小
曽
根
村
と
称
さ

れ
、
北
は
千
里
丘
陵
、
南
及
び
東
西
は
河
川
で
区
切
ら
れ
た
沖
積
平
野
、
標
高

約
二

・
五
ｍ
前
後
に
立
地
す

立Ｏ
。今

回
の
調
査
は
共
同
住
宅

建
設
に
伴

っ
て
実
施
し
た
も

の
で
あ
る
。
検
出
し
た
遺
構

は
弥
生
時
代
前
期
の
柱
穴
跡
、

同
じ
く
中
期
の
方
形
周
溝
墓
、

平
安
時
代
後
半
か
ら
鎌
倉
時

代
に
か
け
て
の
掘
立
柱
建
物

荻
棟
、
井
戸
、
土
羨
、
溝
な
ど
で
、
弥
生
時
代
か
ら
中
世
に
い
た
る
複
合
遺
跡

で
あ
る
。

木
簡
を
出
上
し
た
土
羨
は
平
面
が
円
形
で
、
直
径
約
六
ｍ
、
深
さ
約

一
・
五

ｍ
を
測
る
大
形
で
括
鉢
状
を
呈
し
て
い
る
。
出
土
し
た
遺
物
は
木
簡
類
を
は
じ

め
と
す
る
木
製
品
の
他
、
土
器
類
、
金
属
器
、
種
子
類
な
ど
の
多
量
の
遺
物
が

出
上
し
て
い
る
。年
代
は
今
の
と
こ
ろ
大
ま
か
に
十
二
世
紀
代
と
捉
え
て
お
く
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「
＜
蘇
民
将
来
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μじ

益
算
ω
Φ毬

（柳
本
照
男
）

/Jヽお

曽ぞ

根ね

遺
跡

(大阪西北部)



愛
知
・
尾
張
国
府
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
稲
沢
市
国
府
宮
町

。
松
下
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
五
月
ぞ

一
九
八
二
年

（昭
５７
と
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
稲
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
発
掘
担
当
者
　
岩
野
見
司

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良

。
平
安
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

尾
張
国
府
跡
は
、
木
曽
川
の
支
流
三
宅
川
が
大
き
く
蛇
行
す
る
右
岸
の
自
然

堤
防
上
に
立
地
し
、
標
高
六
ｉ
七
ｍ
を
数
え
る
。

発
掘
調
査
は
、　
一
九
七
七

年

（昭
５２
）
度
よ
り
毎
年
継

続
し
て
実
施
し
て
い
る
が
、

直
接
政
庁
跡
と
断
定
で
き
る

遺
構
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
乾
元
大
宝
の
入
っ

た
細
頚
瓶
、
緑
釉
円
塔
、
各

種
陶
硯
な
ど
国
府
の
所
在
地

で
あ

っ
た
可
能
性
を
裏
付
け

る
多
種
類
の
遺
物
が
出
上
し
て
い
る
。

一
九
八

一
年
度
の
調
査
は
、
総
社
で
あ
る
尾
張
大
国
霊
神
社
周
辺
の
二
か
所

で
実
施
し
た
。
木
簡
を
出
上
し
た
稲
沢
市
国
府
官
町
大
割
で
は
、
柵

一
条
、
井

戸

一
基
、
溝
三
条
、
近
世
土
壊
墓
二
基
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
須
恵
器
、土
師
器
、

灰
釉
陶
器

（陰
刻
文
長
方
硯
）
、
緑
釉
陶
器
、
中
国
陶
磁
、
中
世
陶
器
、
土
製
品
、

石
製
品

（石
帯
）、
鋼
製
品
、
鉄
製
品
な
ど
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
、　
ご

一世
紀
に
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
井
戸

（素
掘
り
？
じ
よ
り
出

上
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

出
土
し
た
木
筒
は
一
点
で
、
両
側
面
が
欠
損
し
て
い
る
。

。
「
口

回

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

。
「
日
日
日
Ｈ
日
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕
×
合
ｅ
ｘ
Ｐ
常
μ

一
面
は

「
の
」
、　
も
う

一
面
は

「
人
」
を
そ
れ
ぞ
れ
連
続
し
て
墨
書
し
た
も

の
の
よ
う
に
見
え
る
。
落
書
か
習
書
の
類
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

稲
沢
市
教
育
委
員
会

『
尾
張
国
府
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅳ
』

（稲
沢
市
文
化
財
調
査
報
告
�
）
　
　
　
一
九
八
二
年

（北
條
献
示
）

(名古屋北部)



1981年出土の木簡

愛
知
。
下
津
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
稲
沢
市
下
津
町
高
戸

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
七
月
ｉ

一
九
八
二
年

（昭
５７
と
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
稲
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
岩
野
見
司

５
　
迫逗
跡
の
種
類
　
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
鎌
倉
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

下
津
城
跡
は
、
尾
張
国
府
跡
の
東
二

・
五
ｈ
に
位
置
し
、
木
曽
川
の
支
流
青

木
川
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
。
城
の
起
源
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
鎌

倉
時
代
か
ら
守
護
所
が
あ

っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
確
実
な

の
は
、
斯
波
氏
が
守
護
に
着

任
し
た
応
永

七
年

（
一
四
〇

〇
）
頃
以
降
で
、
守
護
代
の

紛
　
織
田
氏
が
居
城
し
て
い
た
。

副
　
文
明
八
年

（
一
四
七
一〇

織
田

結
　
敏
定
に
よ
って
城
が
焼
か
れ
、

城
主
織
田
敏
広
は
国
府
官

ヘ

退
い
た
。

一
九
七
九
年

（昭
５４
）
度
か
ら
三
か
年
に
わ
た
っ
て
県
道
拡
幅
部
分
で
発
掘

調
査
が
実
施
さ
れ
、
城
の
南
北
方
向
で
の
範
囲
が
確
認
さ
れ
た
。　
一
九
八

一
年

度
の
調
査
は
、
六
か
所
の
発
掘
区
を
設
け
、
推
定
本
丸

。
二
の
丸
境
の
堀
、
二

の
九

・
三
の
九
境
の
堀
、
三
の
九
西
端
の
堀
、
土
器
溜
り
、
土
羨
群
等
が
検
出

さ
れ
た
。
堀
の
肩
に
は
護
岸
用
と
考
え
ら
れ
る
杭
列
が
残
存
し
て
い
た
。
出
土

遺
物
は
、
木
製
品

（木
簡
、
漆
器
、
曲
物
、
櫛
、
籠
）、
瓦

（軒
平
瓦
）、
土
師
器
、

中
国
陶
磁
、
中
世
陶
器
、
土
製
品
、
石
製
品
、
銅
製
品
等
で
あ
る
。

木
簡
は
、
二
の
九

・
三
の
九
境
の
堀
、
三
の
丸
西
端
の
堀
の
二
か
所
で
出
土

し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

出
上
し
た
木
簡
は
一
四
点
で
、
う
ち
四
点
①
ｉ
①
は
笹
塔
婆
、
七
点
①
ぞ
⑭

は
箸
状
の
材
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

①

　

「
南
無
阿
弥
陀
佛
　
為
　
妙
珍
」
　

　

　

　

　

　

∞ｏ］
通
釦
恙

ｏＰ

頭
部
は
圭
頭
状
で
左
右
に
二
本
の
切
込
が
あ
る
。

②
　
。
「
預
琢
ど
く
く

弱
本
速
得
往
生
為
常
久

。
「
　し，ｍ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヽ
∞卜）
×
中μ
×
嗚
　
〇〇Ｈ

頭
部
は
五
輪
塔
状
。

③

。
「
く
重

く

く

衰

為

□
□
」

・　一「　　　　　．））ｍ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‐一　　　　　　　　　　　　　　　　、∞∞
ｘ
∞∞
Ｘ
伽　　〇〇Ｈ



l101 (9) (8) (7) (6) (5) は)
頭
部
は
五
輪
塔
状
。

×
道
□
×

「
＜
口
日
ピ

「
＜
□

「鐵
「
日

日

Ｔ

×
日

日

一」

一日

日

一」

（⇔
μ
）
×
］
〇
×
〕
　
〇
∞
μ

Φ
Ｏ
×
］
岸
×
ヽ
　
　
〇
∞
］

（『
枷
）
×
（『
）
×
］
　
〇∞
Φ

（Ｎ
μ）
×
］
〕
×
］
　
Ｏ
μΦ

（囀
ヽ
Φ
）
×
Ｆ
μ
×
（∞
）
　
Ｏ
ω
頓

（］
∞卜
）
×
μμ
×
（伽）
　
〇⇔
朝

（］
”
”）
×
牌〇
×
（伽
）
　
Ｏω
釦

ω
　
　
一日
日
―十
日
四

⑫
　
　
「
日
日
日
日
日
ピ

①

　

「
日
日
――
日
日
一

⑭
　
　
一日
日
――
日
日
一

９
　
関
係
文
献

稲
沢
市
教
育
委
員
会

稲
沢
市
教
育
委
員
会

（］∞］）
×
μμ
×
（∞
）
　
〇⇔伽

〕
Φ『
Ｘ
ＰＰ
Ｘ
（∞）　　
〇⇔”

（］『⇔）
Ｘ
Ｐ］
×
（ヽ
）
　
Φωい

（］ヽ
Φ）
×
Φ
×
⇔　　〇⇔”

『稲
沢
市
の
木
製
品
』

（稲
沢
市
文
化
財
調
査
報
告
�
）
　
　
　
一
九
八
二
年

『下
津
城
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
Ⅲ
』

（
稲

沢

市

文

化

財

調

査

報

告

ＸＶ‐

）
　

　

　

一

九

八

二

年

（北
篠
献
示
）

木簡(2) 木簡(1)



1981年出上の木簡

さ
か

じ
り

静
岡
・
坂
尻
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
袋
井
市
国
本

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
一
二
月
を

一
九
八
三
年

（昭
５８
）

３
　
発
掘
機
関
　
　
袋
井
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
岡
仲
夫

。
永
井
義
博

・
西
井
幸
雄

・
松
井

一
明
ほ
か

５
　
注退
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

・
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期
ｉ
近
世

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

坂
尻
滝
跡
は
、
静
岡
県
袋
井
市
と
掛
川
市
の
境
、
南
流
す
る
原
野
谷
川
の
西

岸
に
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防
上
に
立
地
し
、
隣
接
し
て
、
南
に
旧
東
海
道
が
東

西
に
通

っ
て
い
る
。
遺
跡
面
積

は
、
お
よ
そ
六
万
だ
と
推
定
さ

れ
る
。

国
道

一
号
線
バ
イ
パ
ス
建
設

に
伴
う
事
前
踏
査
に
よ
り
、
い

く
ら
か
の
土
器
片
が
採
集
さ
れ

て
い
た
が
、　
一
九
八
〇
年

一
二

月
よ
り
行
わ
れ
た
第

一
次
調
査

（範
囲
確
認
調
査
）
に
お
い
て
、

奈
良
時
代
を
中
心
と
す
る
多
量
の
上
器
片
と
、
古
墳
時
代
中
期
か
ら
近
世
に
い

た
る
溝
状
遺
構
、
竪
穴
状
遺
構
、
柱
穴
列
等
、
重
複
す
る
多
数
の
遺
構
の
存
在

が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
出
土
土
器
中
に

「
日
根
□
」
と
い
う
佐
野
郡
の
郷
名
を

記
し
た
墨
書
土
器

（杯
、
奈
良
時
代
）
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
遺
跡
の
取

扱
い
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
ま
で
も
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
袋
井
市
教
育
委
員
会
で
は
、
工
事
予
定
区
域
約
八
〇
〇
〇
ポ
に
つ
い
て
、

全
面
発
掘
調
査
す
る
こ
と
と
し
、　
一
九
八
二
年
三
月
現
在
、
お
よ
そ
四
五
〇
〇

ド
に
つ
い
て
調
査
を
終
了
し
た
。
調
査
は
継
続
中
で
あ
る
が
、　
一
九
八

一
年
度

の
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
環
濠
と
考
え
ら
れ
る
三
条
の
溝
、
古
墳
時
代

後
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
多
数
の
竪
穴
状
遺
構
群
、
お
よ
び
奈
良
時
代
に
編
年

さ
れ
る
一
五
棟
の
掘
立
柱
建
物
群
、
溝
状
遺
構
等
を
検
出
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

「
＜
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

赴
マ
∞
ｏ毬

②
　
「
／く＼　
　
　
□

　
剛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μμΦ）
ｘ
〕⇔
Ｘ
『　
畠
Φ

⑪
は
Ｓ
Ｄ
八
と
仮
称
し
た
溝
の
最
下
層
に
堆
積
し
た
砂
質
粘
土
中
よ
り
出
土

し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
八
は
、
西
岸
に
一
条
の
杭
列
と
横
木
に
よ
り
段
を
設

け
、
そ
の
上
岸
に
礫
を
張
り
つ
め
た
護
岸
施
設
を
有
し
て
い
た
。
溝
は
灰
色
粘

土
層
に
よ
り
蓋
を
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
、
遺
物
は
最
下
層
に
集
中
し
て
い
た
。

文
字
の
判
読
は
困
難
で
あ
る
が
、第

一
字
が
く
さ
か
ん
む
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

(磐日)



「
若
」
と
も
読
め
る
。
第
二
字
の

偏
部
は
比
較
的
切
瞭
で
あ
り
、
に

ん
べ
ん
と
思
わ
れ

る
。
或

い
は

「倭
」
か
も
し
れ
な
い
。
共
伴
遺

物
に
、
多
数
の
墨
書
土
器
、
獣
足

付
土
器
片
、
九
郭
、
馬
形
等
が
あ

ワ〈〉。②
は
Ｓ
Ｄ
二
と
仮
称
し
た
溝
の

中
層
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
、
下

端
を
人
為
的
に
切
断
し
て
い
る
。

文
字
は
、
第

一
字
が
、
或

い
は

「麻
」
か
も
し
れ
な
い
。
共
伴
す

る
土
器
は
奈
良
時
代
に
編
年
さ
れ

る
。
貝
塚
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

「
玉
郷
長
」
と
墨
書
さ
れ
た
杯
底

部
片
を
伴
出
し
て
い
る
。

他
に
Ｓ
Ｄ

一
二
と
仮
称
し
た
奈

良
時
代
の
溝
よ
り
、
木
簡
の
削
屑

と
考
え
ら
れ
る
も
の
を

一
括
採
集

し
て
い
る
が
、
現
在
、
内
容
の
判

読
、
保
存
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ

坂尻遺跡 (E～G区間)奈良時代遺構配置図

木簡(1)
(赤外線テレビ使用)

る

。
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

６

９
　
関
係
文
献

提
鍛
培
市．辮
瓢
県

『
一
般
国
道

一
号
袋
井
バ
イ
パ
ス
（袋
井
地
区
）
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
報
告
書
―
坂
尻
遺
跡
第

一
次
調
査
―
』

『
同
―
坂
尻
遺
跡
第
二
次
調
査
―
』

一
九
八

一
年

一
九
八
二
年

（吉
岡
仲
夫
）

同



『
但
馬
国
分
寺
木
簡
』
の
刊
行

但
馬
国
分
寺
跡
か
ら
は
い　
一
九
七
七
年
に
寺
域
東
南
隅
の
外
郭
築
地
の
内

・

外
濤
か
ら
三
六
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
す
で
に
第
三
回
木
簡
研
究
集
会

で
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
十
二
月
兵
庫
県
日
高
町
荻
育
委
員
会
か
ら
、
そ

の
正
式
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
但
馬
国
分
寺
木
筒
は
、
こ
れ
ま
で
国
分
寺
跡

出
上
の
木
簡
と
し
て
唯

一
の
例
で
あ
る
上
、
内
容
的
に
興
味
深
い
も
の
を
含
み
、

た
だ
に
但
馬
国
分
寺
研
究
の
み
な
ら
ず
、
国
分
寺
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
史
料

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
年
代
は
神
護
景
雲
年
間
で
、
文
書

。
荷
札

・
習
書
な
ど

を
含
み
、
同
時
期
の
同
寺
の
具
体
的
な
活
動
が
知
ら
れ
る
が
、
特
に
同
寺
の
諸

施
設
を
記
し
た
も
の
は
同
時
期
の
造
営
状
況
を
明
ら
か
に
で
き
る
点
で
興
味
深

い
。
こ
れ
ま
で
諸
国
国
分
寺
の
中
で
時
期
を
限

っ
て
そ
の
造
営
の
状
況
が
知
ら

れ
る
例
は
な
く
、
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
国
分
寺
の
成
立
の
問
題
を
考
え
る
上

で
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
報
告
書
は
、
釈
文

。
図
版
を
の
せ
、
総
説
で

は
前
に
の
べ
た
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
参
考
資
料
と
し
て
、
墨
書
土
器

と
他
遺
跡
出
上
の
但
馬
国
関
係
木
簡
の
集
成
を
付
載
す
る
。

但
馬
国
分
寺
跡
発
掘
調
査
団
編

『
但
馬
国
分
寺
木
簡
』

（
Ａ
四
版
　
本
文

三
二
頁
　
コ
ロ
タ
イ
プ
図
版

一
四
葉
）
頒
価
二
千
円
　
送
料
四
百
円

∧
申
込
先
∨
真
陽
社
　
〒
六
〇
〇
　
一八
都
市
下
京
区
油
小
路
仏
光
寺
上
ル

振
替
日
座
　
一八
都
七
―
八
二
六
七



1981年出上の木簡

見
野
・
恒
川
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
長
野
県
飯
田
市
座
光
寺
恒
川

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年
（昭
５６
）
〓

一月
を

一
九
八
二
年
（昭
５７
Ｘ
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
飯
田
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
大
沢
和
夫

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
官
衛
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
弥
生
ｉ
歴
史
時
代

７
　
泣退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

恒
川
遺
跡
は
、
飯
田
市
衝
か
ら
北
東

へ
約
五
血
の
天
竜
川
河
成
段
丘
の
低
位

段
丘
上
に
位
置
し
て
い
る
。

発
掘
調
査
は
、
座
光
寺
地

区
を
通
過
す
る
国
道

一
五
三

号
線
の
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴

っ
て
行

っ
た
。
バ
イ
パ
ス
建

設
用
地
の
う
ち
約

一
〇
〇
〇

ｍ
に
弥
生
ｉ
近
世
に
至
る
ま

で
の
遺
跡
が
連
続
し
て
あ
り
、

全
体
を
恒
川
遺
跡
群
と
し
て

把
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
恒

川
遺
跡
は
、
遺
跡
群
の
中
心
的
な
位
置
に
あ
る
。

遺
跡
群
は
、
弥
生
中
期
末
以
降
の
連
続
す
る
集
落
跡
で
あ
り
、
各
期
毎
に
相

当
量
の
遺
構

・
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
奈
良
？
平
安
時
代
に

か
け
て
は
、
広
範
囲
に
わ
た
り
掘
立
柱
建
物
群
が
確
認
さ
れ
た
。

出
土
遺
物
に
は
、
和
同
開
弥
銀
銭

。
金
銅
装
鈴

・
踊
脚
硯

・
円
面
硯
な
ど
が

あ
る
。

木
簡
は
、
恒
川
遺
跡
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
湧
水
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
湿
地
帯

よ
り
、
多
量
の
上
器
類

。
木
製
品
類
と
と
も
に
検
出
さ
れ
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

「ど
二
火
｛
日
口
一Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
μ
μ
）
×
∞
］
Ｘ
枷
　
　
Ｏ
μ
Φ

出
土
層
位
が
確
定
で
き
な
い
が
、
伴
出
遺
物
か
ら
み
て
八
世
紀
を
十
二
世
紀

に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。

（小
林
正
春
）

(飯田)



官
城
。
多
賀
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
官
城
県
多
賀
城
市
市
川

・
浮
島

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
四
月
を
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
官
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
藤
則
之
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
国
府
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
奈
良
ぞ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

多
賀
城
跡
は
古
代
陸
奥
国
府
跡
で
、
奈
良
時
代
に
は
鎮
守
府
も
併
置
さ
れ
て

い
た
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
は
仙
台
平
野
の
東
北
端
に
位
置
し
、
海
抜
二
〇
ｍ
ｉ

五
〇
ｍ
程
の
小
丘
陵
上
に
立
地
し
て
お
り
、　
一
部
は
海
抜
四
ｍ
程
の
沖
積
地
に

も
及
ん
で
い
る
。
周
囲
に
は
方
約
九
〇
〇
ｍ
の
範
囲
に
築
地
が
巡
ら
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
ほ
ば
中
央
に
政
庁
が
あ
る
。

第
三
八
次
調
査
は
政
庁
の
東
を
刻
む
谷
の
出
口
に
あ
た
る
作
貫
地
区
南
端
の

沖
積
地
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
現
在
の
地
表
下
約
二

・
五

ｍ
で
、
区
画
施
設
の
基
礎
地
業
と
み
ら
れ
る
遺
構
を
検
出
し
た
。

こ
の
遺
構
は
杭
材
を
敷
き
並
べ
た
東
西
に
延
び
る
い
か
だ
地
業
と
、
そ
の
南

側
で
こ
れ
と
並
行
し
て
延
び
る
打
ち
込
み
の
九
太
列
と
か
ら
な
る
。

い
か
だ
地
業
は
、
ま
ず
ス
ク
モ
層
上
に
杭
材
を
東
西
に
三
列
並
べ
、
そ
の
上

に
こ
れ
と
直
交
さ
せ
て
同
様
の
杭
材
を
密
に
並
べ
、
そ
の
中
央
部
に
面
取
り
し

た
材
木
を
据
え
て
盛
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
盛
土
に
は
二
時
期
あ
り
、
第

一
次

盛
土
が
崩
壊
し
て
周
囲
に
黒
裾
色
粘
土
層
が
堆
積
し
た
後
、
第
二
次
盛
土
が
な

さ
れ
て
い
る
。

多賀城跡 木簡出土地点図ф



1981年出上の木簡

こ
れ
ら
の
い
か
だ
地
業
と
打
ち
込
み
の
九
太
列
は
こ
の
地
域

一
帯
が
ス
ク
モ

層
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
な
軟
弱
地
盤
の
低
湿
地
で
あ

っ
た
た
め
、
区
画
施
設
構

築
に
際
し
て
行
な
っ
た
基
礎
地
業
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
第

一
次
盛
土
と
第
二
次
盛
土
に
換
ま
れ
る
自
然
堆
積
の
黒
褐
色
粘
土

層
中
よ
り
出
土
し
た
。
こ
の
層
か
ら
は
他
に
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
の
あ
る

木
簡
様
木
札
四
点
、
曲
物
な
ど
の
木
製
品
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
瓦
な
ど
が
出

上
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
層
は
一
〇
世
紀
前
半
頃
に
降
下
し
た
と
思
わ
れ
る

灰
白
色
火
山
灰
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
層
中
に
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ほ
ぼ
九
世
紀
代
に
堆
積
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

〔種
と

「
＜
長
者
□

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
ｙ
∞マ
Φ
ｏ毬

柾
目
板
を
素
材
と
し
た
も
の
で
、
頭
部
は
斜
め
に
削
ら
れ
て
お
り
、
上
端
か

ら
約
二

・
五

伽
下
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
。
横
断
面
形
は
中
央
部
が
や
や

厚
い
凸
レ
ン
ズ
状
で
、
上
端
の
一
部
と
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
表
面
は
風
化

が
著
し
い
。
墨
痕
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
消
ら
ず
、
文
字
部
分
の
み
が
わ
ず
か
に

浮
出
て
い
る
。
文
字
は
大
き
め
の
糟
書
で
、
切
り
込
み
の
下
か
ら
書
き
始
め
、

文
字
の
間
隔
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

凹
Ｋ
ヨ
く
劇
皿
К

く
肥
一
怒
榊
引
錮
ヽ
曲
銀
田
国
　
響
熱
引
観
へ

“
銀

国
口

９
　
関
係
文
献

腑
融
餅
膨
禦
祓
　

『宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報

一
九
八

一
』一九
八
二
年

（佐
藤
則
之
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

基礎として敷き並べた杭材

6崎  o⑤
打ち込み九太列



1981年出上の木簡

岩
手
。
胆
沢
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岩
手
県
水
沢
市
佐
倉
河
字
二
月
外

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
七
月
ぞ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
水
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
博
幸

。
佐
久
間
賢

（社
会
教
育
課
）

５
　
迫還
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
九
ｉ

一
一
世
紀

７
　
迫返
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

胆
沢
城
跡
第
三
九
次
調
査
は
内
城
の
北
東
に
位
置
す
る

「北
方
官
行
」
東
地

区
に
あ
た
る
。
官
衝
北
方
に
は
域
内
を
流
れ
東
方
の
北
上
川
に
開
口
す
る
九
蔵

川
が
あ
り
、
今
回
の
調
査
地
区

は
こ
の
九
蔵
川
上
流
約
三
〇
〇

ｍ
の
舟
窪
と
よ
ば
れ
る
旧
氾
濫

原
に
面
し
て
い
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
掘
立
柱
建

物
、
柱
列
、
井
戸
、
溝
、
土
羨

な
ど
で
Ａ
ｉ
Ｄ
期
の
四
期
に
大

別
で
き
、
Ｃ
期
は
Ｃｔ
ｉ
Ｃ
期
に

細
分
さ
れ
る
。
Ａ
期
は
九
世
紀

前
半
の
小
規
模
な
溝

・
土
羨
な
ど
で
、
漆
紙
文
書

（延
暦
三
二
二
〓
一年
具
注
暦

断
簡
）

を
出
上
し
た
Ｓ
Ｄ
五
九
六
、
Ｓ
Ｄ
五
七
六
、
Ｓ
Ｋ
五
五

一
な
ど
で
調
査

区
内
の
大
半
は
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
期
に
な
る
と
建
物
が
造
ら
れ
、
調
査

区
北
西
の
Ｓ
Ｂ
五
八

一
。
Ｓ
Ａ
六
〇
〇
、
南
東
の
Ｓ
Ｂ
五
六
〇
が
現
わ
れ
る
。

Ｃ
期
は
一
〇
世
紀
前
半
を
上
限
と
し
、
北
廂
の
東
西
棟
建
物
Ｓ
Ｂ
五
九
〇
を
中

心
に
Ｓ
Ｅ
五
七
三
井
戸
を
も
つ
建
物
で
構
成
さ
れ
る
。
Ｃ．
期
に
Ｓ
Ｂ
五
九
〇
Ａ
、

Ｓ
Ｂ
五
八
〇
、
Ｃ２
期
に
Ｓ
Ｂ
五
九
〇
Ｂ
、
Ｄ
期
に
Ｓ
Ｂ
六
〇
四
が
属
す
。

Ｃ
期
の
Ｓ
Ｅ
五
七
三
井
戸
中
層
堆
積
土
か
ら
木
簡
が

一
点
出
上
し
た
。
井
戸

は
深
さ
二

・
四
ｍ
あ
り
、
幅
○

・
四
ｍ
、
長
さ

一
。
四
ｍ
程
の
板
を
組
み
合
せ

た
井
桁
が
四
段
ま
で
遺
存
し
て
い
る
。
井
桁
内
の
層
に
は
水
性
堆
積
の
非
常
に

薄
い
ン
ル
ト
層
が
間
層
と
し
て
数
枚
確
認
さ
れ
自
然
堆
積
の
状
況
を
示
し
た
。

井
戸
底
に
礫
が
数
個
み
ら
れ
た
他
は
遺
物
の
出
上
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
遺
物
は

底
面
に
の
る
最
下
層
か
ら
上
の
各
層
で
、
植
物
種
子
、
加
工
材
な
ど
の
他
、
多

量
の
須
恵
系
土
器
が
出
土
し
た
。
土
師
器
、
須
恵
器
の
伴
出
は
き
わ
め
て
少
な

い
。
各
層
の
須
恵
系
土
器
の
様
相
に
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
く
短
期
間
の

埋
没
と
解
さ
れ
る
。
た
だ
、
焼
成
が
還
元
状
態
に
近
い
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る

と
と
も
に
、
外
郭
南
門
地
区
で
判
明
し
た
新
ら
し
い
グ
ル
ー
プ
に
属
す
台
付
皿

の
出
上
を
認
め
な
い
等
、
須
恵
系
土
器
の
な
か
で
も
比
較
的
古
い
グ
ル
ー
プ
と

思
わ
れ
る
。
な
お
、
遺
存
す
る
井
桁
か
ら
上
は
人
為
的
堆
積
で
、
層
中
に
須
恵

系
土
器
な
ど
の
他
、
漆
紙
の
付
着
す
る
土
師
器
杯
が
み
ら
れ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

(ゴヒ」ヒ)



〔柴
と

。
□
田
郡
白
木
郷
中
臣
秋

×

・　， 姪姪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Φ∞）
×
騨ω
〉〈⇔
　
〇伽Φ

Ｓ
Ｅ
五
七
三
中
層
よ
り
須
恵
系
土
器
と
伴
出
し
た
。
四
つ
の
破
片
を
接
合
し

た
も
の
で
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
「
釈
文
は
平
川
南
氏
の
判
読
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

水
沢
市
教
育
委
員
会

『胆
沢
城
跡
―
昭
和
五

一
年
度
発
掘
調
査
概
報
―
』
　

一
九
七
七
年

同
　
　
『胆
沢
城
跡
―
昭
和
五
六
年
度
発
掘
調
査
概
報
―
』
　

一
九
八
二
年

（佐
久
間
賢
）胆沢城跡第39次発掘調査遺構配置図

-1-輪
至水沢

胆沢域跡第39次発掘調査区 (斜線部)



み
よ
う

し
よ
う

じ

山
形
・
明
成
寺
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
酒
田
市
大
宇
豊
川
字
明
成
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
六
月
ｉ
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
川
崎
利
夫

・
野
尻
　
侃

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
ｉ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

粥
成
寺
遺
跡
は
、
目
指
定
史
跡

「城
輸
柵
跡
」
の
北
方

一
・
三
血
に
位
置
す

る
。
日
向
川

・
荒
頑
川
の
合
流
地
点
よ
り
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
上
流
の
荒
頼
川
左
岸
、
旧

氾
濫
原
上
に
立
地
し
て
お
り
、

標
高

一
〇
ｍ
を
測
る
河
間
低

地
中
の
微
高
地
で
あ
る
。
発

掘
調
査
は
、
農
林
事
業
に
係

わ
る
用
排
水
路
の
部
分
に
限

定
し
て
行

っ
た
。
調
査
の
結

鴎
　
果
、
井
戸
跡

一
基
、
性
格
不

徽
　
明
の
落
ち
込
み
な
ど
の
遺
構

が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
発
掘
区
の
北
西
部
Ｓ
Ｘ
二
と
し
た
長
径

一
一
〇

飢
、短
径
六
〇

ｍ
、

深
さ

一
五

鋭
の
不
整
楕
円
形
の
落
ち
込
み
か
ら
三
点
重
な
っ
た
状
態
で
検
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
こ
の
近
く
か
ら
同
じ
材
質
の
残
片
が
三
点
出
上
し
て
い

る
が
、
墨
書
は
認
め
ら
れ
な
い
。

３
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①

「
各
以
衣
械
盛
衆
妙
華
供
養
他
方
十
万
億
佛
即
　
（Ｓ
ｙ
Ｈマ
Ｐ
ｏＰ

②

「
以
食
時
還
堆
剥
鰐
餌
経
行
舎
利
弗
極
楽
國
　
　
（甍
∀
牌毎
Ｐ
Ｓ

Ｏ

堅

成
輸

卸

律
嗚

ヵ
〕
　

　

　

　

　

（５

×
野

Ｈ
昌

三
点
の
木
簡
は
、
い
ず
れ
も
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
上
部
は
山
型
に
削

っ
て
あ
る
。
釈
文
の
内
容
は
、

「
阿
弥
陀
経
」
巻
上
の
連
続
し
た
三
行
に
あ
た

る
。
本
木
筒
の
性
格
は
、
形
態
と
も
か
ね
合
せ
、
経
文
を
墨
書
し
た
柿
経
と
考

え
ら
れ
る
。
木
筒
の
時
期
は
、
木
簡
お
よ
び
木
製
品
以
外
の
伴
出
遺
物
が
な
い

た
め
明
ら
か
で
な
い
。

９
　
関
係
文
献

訥
効
餅
蝕

『若
王
寺
遺
跡

・
明
成
寺
遺
跡

。
三
日
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

山
形
県
埋
蔵
文
化
財
報
告
書
第
３２
集
　
　
　
　
一
九
八
〇
年

長
橋
　
至

「
酒
田
市
明
成
寺
遺
跡
出
土
雀
塔
婆
も
し
く
は
柿
経
」

Ｑ
庄
内
考
古
学
』
第
Ｗ
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年

（佐
藤
庄

一
）



1981年出上の木簡

山
形
・
安
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
酒
田
市
大
字
安
田
字
芳
岡

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

ハ昭
５６
）
六
月
ｉ
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
藤
庄

一
・
野
尻
　
侃

５
　
連逗
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
ぞ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

安
田
遺
跡
は
、
目
指
定
史
跡

「城
輪
柵
跡
」
の
南
西

一
・
五
ｋｍ
に
位
置
し
、

標
高
八
ｉ
九
ｍ
の
河
間
低
地
中
の
微
高
地
に
所
在
す
る
。
本
遺
跡
は
通
称
地
蔵

寺
部
落
内
の
東
半
分
を
含
む

広
い
範
囲
に
ま
た
が
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
が
、
発
掘
調

査
は
農
林
事
業
に
係
わ
る
地

域
に
限
定
し
て
行

っ
た
。
調

査
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物
跡

酌
　
四
棟
、
土
羨
六
個
所
な
ど
の

徽
　
連退
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

木
衝
は
、
発
掘
区
の
北
西

部
の
遺
物
包
含
層
か
ら
二
点
検
出
し
て
お
り
、
周
囲
に
は
と
く
に
落
ち
込
み
の

よ
う
な
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
、
柿
経
の
断
筒
が
二
点
検
出
さ
れ
て
い
る
。

〔人
己

ω
　
×
□
聞
是
経
典
如
説
循
行
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

溢
支
ｏ
あ

８
Ｐ

ス
ギ
材
。
上

・
下
端
欠
損
。

②

「
故
世
世
得
善
知
識
其

×
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
∀
μダ
ｏ
も

８
Ｐ

ス
ギ
材
。
下
端
欠
損
。
上
端
圭
頭
。

ω
は
、
「
妙
法
蓮
華
経
」
巻
第
七
、
嘱
累
品
第
二
二
に
、
「後
五
百
歳
中
若
有

人
聞
是
経
典
如
説
循
行
」
と
い
う
行
が
あ
り
、
そ
の
一
部
を
示
す
。

②
は
、
「
妙
法
蓮
率
経
」
巻
第
八
、
陀
羅
尼
品
第
二
六
に
、
「
故
世
世
得
善
知

識
其
善
知
識
能
作
作
佛
事
示
教
」
と
い
う
行
が
あ
り
、
そ
の
一
部
を
示
す
。

木
簡
の
時
期
は
、
包
含
層
中
の
出
上
で
あ
る
た
め
断
定
は
で
き
な
い
が
、
伴

出
し
た
珠
洲
系
陶
器
な
ど
か
ら
鎌
倉
ぞ
室
町
時
代
頃
に
想
定
さ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

山
形
県
教
育
委
員
会

　
『安
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
　

山
形
県
埋
蔵
文

化
財
報
告
書
第
５６
集
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年

（佐
藤
庄
一
）



石
川
・南
吉
田
葛
山
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
羽
咋
郡
押
水
町
南
吉
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
六
月
ぞ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
浜
野
仲
雄

・
土
上
正
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
不
明

６
　
連退
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期

・
鎌
倉
ぞ
室
町
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

南
吉
田
葛
山
遺
跡
は
、
能
登
で
も
有
数
の
暴
れ
川
で
あ
る
相
見

・
宝
達
の
両

河
川
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
沖
積
地
に
所
在
す
る
。
当
遺
跡
は
、
建
設
省
に
よ
る

押
水
バ
イ
パ
ス
建
設
に
先
だ
ち
実
施
し
た
試
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
現
状
が
水
田
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
調

査
区
全
体
を
既
設
の
農
道

・
排
水
路
に
よ
り
第

一
ぞ
第
四
の
調
査
区
に
分
割
し

て
発
掘
し
た
。
遺
跡
の
立
地
点
が
沖
積
地
の
ほ
ぼ
中
央
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

遺
構
面
ま
で
は
深
い
所
で
二
ｍ
に
も
及
ん
だ
。
ま
た
、
こ
の
堆
積
し
た
土
層
の

観
察
か
ら
は
度
重
な
る
河
川
氾
濫
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
掲
載
し

た
木
製
塔
婆
も
こ
の
氾
濫
に
よ
り
流
入
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
土
層
か
ら
出

土
し
た
も
の
で
あ
る
。
同

一
土
層
か
ら
は
他
に
、
漆
器
椀
や
磨
滅
し
た
土
師
質

土
器
片
も
出
上
し
て
い
る
が
時
期
を
明
確
に
し
う
る
程
の
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
地
点
を
異
に
す
る
が
、
同

一
レ
ベ
ル
の
流
入
堆
積
土
層
か
ら
は
雁
又
式
の

鉄
鏃
も
出
土
し
て
い
る
。

当
遺
跡
で
検
出
し
た
遺
構
は
古
墳
時
代
の
溝
状
遺
構
が
主
で
、
他
に
若
千
の

「
＝
＝
封

＝
＝
＝
咄

(石動)

亀争



1981年出上の木簡

ピ
ッ
ト
が
存
在
す
る
。
溝
状
遺
構
は
そ
の
切
り
合
い
関
係
に
よ
り
、
少
な
く
と

も
三
時
期
に
わ
た
り
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

第

一
調
査
区
か
ら
は
大
溝
を
含
む
十
二
条
の
溝
状
遺
構
を
検
出
し
た
。
遺
構

か
ら
は
杭
を
は
じ
め
曲
物
の
底
板
・板
状
木
器
・土
器
片
等
が
出
上
し
て
い
る
。

特
に
、　
一
号
溝
と
七
号
溝

（大
溝
）
が
近
接
す
る
付
近

一
帯
に
は
多
量
の
杭
や

木
材
が
集
積
し
て
お
り
、
大
溝
か
ら
の
取
水
施
設
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
第
四
調
査
区
で
検
出
し
た
十
三
号
溝
は
、
覆
土
層
が
単

一
で
あ
る
こ
と
や

溝
上
面
か
ら
勾
玉

・
横
瓶

。
甑
等
が

一
括
出
土
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当

溝
を
廃
棄
す
る
際
に
、
溝
埋
め
の
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
も
の
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
検
出
し
た
遺
構

・
遺
物
か
ら
は
い
ま
だ
南
吉
田
葛
山
遺
跡

の
性
格
に
つ
い
て
多
く
は
語
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
後
の
整
理
作
業
を
通
し
て

検
討
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「
南
元
阿
弥
陀
佛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ヽ
じ

ｘ
馬
浪

ｏ自

（浜
野
伸
雄
）



り
わ
け
弥
生
時
代
後
期
に
比
定
さ
れ
る
水
田
址
の
調
査
が
注
目
さ
れ
、
現
在
ま

で
に
微
高
地
上
及
び
そ
の
縁
辺
で
広
大
な
面
積
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
特

に
、
微
高
地
縁
辺
で
検
出
さ
れ
た
潅
漑
用
の
溝
や
微
高
地
上
の
集
落
と
の
関
係

は
男
瞭
か
つ
密
接
に
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
第

一
微
高
地
は
、
海
抜
約
三
ｍ
の
徴

高
地
部
分
と
約
二

・
五
ｍ
前
後
の
低
位
部
と
に
地
勢
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
現

地
表
で
は
そ
の
高
低
を
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
世
の
水
田
経
営
に
よ

る
地
下
げ
の
た
め
、
微
高
地
上
の
遺
構
の
一
部
は
消
滅
し
て
い
る
が
、
第

一
微

高
地
の
一
部
で
は
、
旧
河
道
を
は
さ
む
中
世
の
集
落
址
の
一
画
が
検
出
さ
れ
た
。

木
筒
の
出
土
し
た
遺
構
は
、
河
道
東
岸
の
数
棟
の
掘
立
柱
建
物

・
柵
列
な
ど
か

ら
成
る
集
落
址
の
東
方
に
隣
接
し
て
検
出
さ
れ
た
井
戸
で
あ
る
。
平
面
形
は
円

形
を
塁
し
、
井
戸
枠

・
井
筒
等
の
構
造
物
を
も
た
な
い
素
掘
り
の
井
戸
で
、
径

一
ｍ
・
深
さ

一
・
六
ｍ
を
測
る
。
木
簡
は
立
位
の
状
態
で
、
足
駄

・
漆
塗
椀

・

板
な
ど
の
木
製
品
や
、
備
前
焼

・
青
磁
碗
片

（雷
文
帯
蓮
弁
文
碗
）
な
ど
の
陶
磁

器
と
共
に
上
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

。
「
心
◇

鬼
急
＞
く
」

。「　　　　ぃ一げ叶ヵ〕　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ枷ド×］Ｎ×的・μ　　Ｏμμ

幾
何
学
的
文
様
か
ら
、
呪
符
と
考
え
ら
れ
る
。
「
急
々
如
律
令
」
の
全
文
が
省

略
さ
れ

「急
」

一
字
の
み
観
察
で
き
る
。
共
伴
出
上
し
た
青
磁
碗
や
備
前
鯰
か

ら
十
四
世
紀
前
半
に
比
定
さ
れ
る
。

な
お
、
本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て

は
、
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

松
下
正
司
所
長
を
は
じ
め
志
田
原
重

人

・
篠
原
芳
秀
の
各
氏
の
ご
指
導
、

ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
深
甚
の
謝

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（岡
田
　
博
）

0             1m

井戸実測図



『
草
戸
千
軒
―
木
簡

一
―
』
の
刊
行

広
島
県
福
山
市
の
声
田
川
の
中
洲
に
所
在
す
る
中
世
集
落

・
草
戸
千
軒
町
遺

跡
か
ら
は
、　
一
九
六
九
年
の
第
五
次
調
査
以
来
こ
れ
ま
で
約
四
千
点
の
木
簡
が

出
上
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
同
遺
跡
の
解
明
は
も
と
よ
り
、
中
世
の
商

業
史
や
信
仰

・
習
俗
を
明
ら
か
に
す
る
具
体
的
な
資
料
で
あ
る
上
に
、
な
に
よ

り
も
古
代
木
簡
に
対
す
る
中
世
木
簡
の
特
質
を
考
え
る
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し

て
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
の
正
式
報
告
書
が
本
年
二
月
広
島
県
草
戸
千
軒
町

遺
跡
調
査
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
報
告
書
は
第
五
次
調
査
か
ら

一
九
七
八

年
第
二
六
次
調
査
ま
で
に
出
上
し
た
三
千
八
百
点
余
の
う
ち
断
片

・
削
暦
を
除

く
二
六
三
点
を
収
載
す
る
。
総
説
で
は
遺
跡
の
概
要
、
木
簡
の
出
土
遺
構
な
ど

と
と
も
に
、
第
二
回
木
簡
学
会
で
報
告
さ
れ
た
中
世
木
簡
の
形
態
と
記
載
内
容

の
特
質
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
編

『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
研
究
資
料

一　
草
戸
千
軒
！
木
簡

一
！
』

（
Ａ
四
版
　
本
文
六
〇
頁
　
図
版
六
〇
葉
）
頒
価
四
千
円

（送
料
込
）

∧
申
込
先
Ｖ
福
山
市
花
園
町

一
ノ
五
ソ
ニ
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研

究
所
内
　
広
島
考
古
学
研
究
会

（振
替
口
座
　
広
島
九
十
六
九
三
）
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1981年出上の木簡

和
歌
山
・湯
川
神
社
境
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
和
歌
山
県
御
坊
市
湯
川
町
小
松
原
四
三
十

一

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
一
年

（昭
５６
）
七
月
ｉ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
御
坊
市
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
哭
　
一二
郎

・
久
只
　
健

５
　
連退
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
ｉ
戦
国
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
標
高
六
ｍ
の
微
高
地
に
築
か
れ
た
館
跡
で
、
敷
地
の
周
囲
を
め

ぐ
る
幅
約
七
―

一
一
ｍ
の
堀
を
合
め
て
東
西
約

一
三
〇
ｍ
、
南
北

一
八
〇
ｍ
の

規
模
を
有
す
る
。
室
町
時
代

に
有
田

・
日
高

・
牟
婁
郡

一

帯
に
勢
力
を
有
し
、
天
正

一

三
年

盆

五
八
五
年
）
豊
臣
秀

吉
の
南
征
軍
に
よ
っ
て
滅
ぼ

さ
れ
た
豪
族
湯
川
氏
が
構
え

劾
　
た
館
で
あ
る
。
現
在
湯
川
神

鯛
　
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
館
の
南

東
隅
で
堀
跡
の
一
部
が
残
存



し
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
大
部
分
は
学
校
校
庭
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
、
御
坊
商
工
高
等
学
校
の
校
舎
改
築
に
伴
い
館
の
南
西
隅
約
五
〇
〇
∬

の
範
囲
を
発
掘
調
査
し
、
館
を
め
ぐ
る
西

。
南
側
の
堀
跡
や
池
跡
敷
石
な
ど
を

検
出
し
た
。
ま
た
遺
物
と
し
て
瓦
、
土
師
器
小
皿
、
瓦
器
椀
、
中
国
製
青
磁

・

染
付
、
銅
銭
二
点
、
鉄
釘
二
点
、
根
来
塗
り
漆
器
椀
二
点

（台
底
に
「上
」
の
朱

字
有
）、
木
筒

一
点
、
箸
二
点
な
ど
が
出
土
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

×
吉
日
上
□
□
分
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（�３

赴
ジ
中
ｏ‘

南
堀
内
か
ら
検
出
し
た
こ
の
木
筒
は
館
の
北
方
に
位
置
す
る
御
坊
市
湯
川
町

吉
田
の
地
よ
り
、
も
た
ら
さ
れ
た
貢
納
物
に
付
け
ら
れ
て
い
た
荷
札
と
考
え
ら

れ
る
。

９
　
関
係
文
献

御
坊
市
遺
跡
調
査
会

　
『
湯
川
氏
館
跡
発
掘
調
査
現
地
説
勇
会
資
料
』

一
九
八
二
年

（久
貝
　
健
）

湯川神社境内遺跡 (湯
'II氏

館跡)遺構配置図



1981年出上の木簡

福
岡
ｏ
長
野
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
南
区
長
野

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
北
九
州
市
狭
育
文
化
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
小
方
泰
宏

・
木
太
久
守

。
佐
藤
浩
司

。
柴
尾
俊
介

・
山
口

信
義

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
古
代
官
衝
跡
？

・
中
世
豪
族
居
館
跡
？

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
を
鎌
倉

・
室
町
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
野
遺
跡
は
、
周
防
灘
に
面
し
た
曽
根
平
野
の
や
や
奥
ま
っ
た
低
丘
陵
上

一

帯
に
展
開
し
て
い
る
。
九
州

縦
貫
道
小
倉
東
イ
ン
タ
ー
エ

事
に
伴
な
っ
て
調
査
が
今
も

実
施
さ
れ
て
い
る
。

調
査
は
、
標
高

一
〇
ｍ
ｉ

二
〇
ｍ
の
低
丘
陵
か
ら
竹
馬

川
に
向

っ
て
枝
状
に
張
り
出

し
た
支
丘
陵
部
を
中
心
に
実

施
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

(小倉・行橋)



支
丘
陵
上
か
ら
、
古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
総
数

七
〇
棟
以
上
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
須
恵
器

・
土
師
器
の
他
、
鉄
製
農
工
具
の

出
土
も
多
い
。
な
お
谷
間
か
ら
は
水
田
跡
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
の

遺
構
は
少
な
く
、
表
基
の
上
羨
と
柱
穴
が
検
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
包
含

層
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
椀
の
底
部
に

「
企
救

一
」

「大
」
等
を
墨
書
し
た
も

の
が
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
、
竪
穴
住
居
跡
、
掘
立
柱
建
物
跡
の
他
、
支
丘
陵

を
断
ち
切
る
様
な
巾

一
〇
ｍ
、
深
さ
二
ｍ
の
大
清

（空
堀
）
が
あ
り
、　
こ
れ
に

連
続
す
る
支
丘
陵
間
の
谷
間
を
埋
め
て
土
塁
を
作
る
。
大
溝
と
上
塁
を
合
せ
て

全
長

一
二
〇
ｍ
＋
α
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
瓦
数
点
、
緑
釉
、
す
ず
り
、

銅
製
の
帯
金
具
等
が
出
土
し
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
普
通
の
集
落
と
は
異

な
り
、
特
殊
な
性
格
を
も
っ
た
遺
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

木
筒
は
、
丘
陵
西
側
の
試
掘
調
査
ト
レ
ン
チ
の
上
げ
上
の
内
か
ら
採
集
し
た

も
の
で
あ
る
。
出
土
地
点
は
支
丘
陵
先
端
部
の
低
湿
地
に
あ
た
る
。
こ
の
地
点

は
長
野
Ｅ
遺
跡
Ⅱ
区
と
し
て
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
で
は
、
青
灰
色
粘

上
が
厚
く
堆
積
し
た
低
湿
地
で
、
か
つ
て
は
声
原
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
上

層
か
ら
木
杭
、
溝
？
等
が
検
出
さ
れ
た
他
、
土
師
器
、
磁
器
の
細
片
が
出
土
し

た
が
時
代
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
木
衛
は
、
こ
の
上
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
正
確
な
出
土
層
位
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
下
層
か
ら
は
、

古
墳
時
代
の
木
製
鋤

・
完
形
に
近
い
土
器
等
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

×

や
か
し
米
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

恙
聟
∞
０毬

上
部
は
欠
損
。
材
質
未
確
認
。
ひ
ら
が
な
と
漢
字
と
で
は
、
運
筆
、
筆
圧
等

　

８４

が
異
な
る
様
に
思
え
る
。

９
　
関
係
文
献

既助醐姉傲賄赦靴事業
　　『率串如ニ

同
　
右
　
　
　
　
　
　
『発
掘

ニ
ュ
ー
ス
十
五
号
』

ュ
ー
ス
二
十
号
』

一
九
八

一
年

一
九
八
二
年

（小
方
泰
宏
）



福
岡
・
辻
田
西
遺
跡

所
在
地
　
　
　
福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
馬
場
山

調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
七
月
を

一
九
八
〇
年

（昭
５５
）

一

二
月

発
掘
機
関
　
　
北
九
州
市
教
育
文
化
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

調
査
担
当
者
　
梅
崎
恵
司

・
宇
野
慎
敏

。
佐
藤
浩
司

・
山
手
誠
治

・
栗
山

伸
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
弥
生

。
鎌
倉

・
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

辻
田
西
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
墓
地
群
で
あ
る
馬
場
山
遺
跡
の
南
約

一
五
〇
ｍ

の
、
馬
場
山
丘
陵
と
隣
接
す
る
微
高
地
上
に
位
置
す
る
。　
一
九

七

六
年

（昭

ｍ
）
に
北
九
州
直
方
道
路
建
設
に
先
だ

っ
て
調
査
が
行
わ
れ
た
辻
田
遺
跡
と
接

し
、
遺
跡
の
性
格
か
ら
し
て
一
連
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

調
査
は
、
旧
産
波
地
と
し
て
の
後
遺
症
か
ら
農
地
の
地
盤
沈
下
が
著
し
く
、

地
上
げ
と
農
地
改
良
を
兼
ね
た
事
業
に
伴

っ
て
実
施
さ
れ
た
。

遺
跡
は
、
弥
生
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
を
主
と
す
る
柱
穴
群
が
多
数
を
占
め
、

竪
穴
住
居
跡
二
六
基
、
掘
立
柱
建
物
跡
二
〇
棟
、
溝
六
条
、
土
羨

一
一
基
、
貯

蔵
用
竪
穴

一
基
、
井
戸
三
基
が
検
出
さ
れ
た
中
で
、
大
半
が
弥
生
時
代
の
所
産

で
あ
る
。

ま
た
、
馬
場
山
丘
陵
に
近

い
谷
部
で
は
広
範
な
泥
灰
地

を
形
成
し
て
お
り
、
中
か
ら

多
荻
の
木
器
、
漆
器
、
土
師

器
、
銅
銭
に
二
点
の
木
簡
が

出
土
し
て
い
る
。
木
器
に
は

下
駄
、
杓
子
、
曲
物
の
底
板
、

蓋
、
槌
の
子
、
砧
、
鞍
、
机

な
ど
が
あ
り
、
銅
銭
に
は
開
元
通
宝
か
ら
紹
定
通
宝
ま
で
一
七
枚
出
土
し
て
い

る
。
土
器
は
土
師
器
の
杯
、
皿
類
が
大
半
で
あ
る
が
、　
一
部
陶
磁
器
も
あ
る
。

こ
の
泥
灰
層
は
出
土
土
器
か
ら
鎌
倉
時
代
後
半
頃
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
同

層
か
ら
出
土
し
た
銅
銭
の
中
で
最
も
新
し
い
紹
定
通
宝
が

一
三
世
紀
前
半
の
鋳

造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
幅
の
狭
い
時
期
の
遺
物
が
大
勢
を
占
め
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

4  3 2  1

1981年出上の木簡
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木簡 (1)



８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

「
撫
四
斗
御
回
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〕Ｓ

溢
聟
∞
昌

②

「
御
倉
糎
四
斗
三
郎
太
郎
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
出
聟
μ認
い
昌

ω
は
下
端
に
焼
痕
が
あ
り
、
わ
ず
か
に
欠
損
し
て
い
る
。
二
点
と
も
に
泥
炭

層
か
ら
の
出
上
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
後
半
に
比
定
さ
れ
る
。
釈
文
中
の
祝
四
斗

の
表
現
か
ら

一
俵
の
米
俵
を
意
味
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

北
九
州
市
教
育
文
化
事
業
団
　
　
『
辻
田
西
遺
跡
』

（北
九
州
市
埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告
書
第
十
三
集
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年

（栗
山
伸
司
）



木

簡

学

会

会

則

第

一
条
　
本
会
は
木
簡
学
会
と
稀
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
は
奈
良
県
内
に
置
く
。

第
三
条
　
本
会
は
木
簡
に
関
す
る
情
報
を
克
集

・
整
理
し
、
木
簡
そ
の
も
の
に

つ
い
て
の
研
究

・
保
存
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
の
普
及

を
は
か
り
、
史
料
と
し
て
の
活
用
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
事
業
を
行
な
う
。

１
　
木
簡
に
関
す
る
情
報
の
蒐
集
お
よ
び
整
理

２
　
研
究
集
会
の
開
催

３
　
会
誌

「木
筒
研
究
」
そ
の
他
の
刊
行

４
　
発
掘
調
査
組
織
、
そ
の
他
関
連
す
る
学
会

・
機
関
と
の
連
絡
お

よ
び
協
力

５
　
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
　
木
簡
の
調
査

・
研
究
に
従
事
し
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
は
会

員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
一　
本
会
に
入
会
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
会
員
二
名
の
推
薦
を
必
要
と

し
、
委
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〓
一　
会
員
は
所
定
の
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
費
の
額
は

総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

四
　
会
員
は
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
有
し
、
会
誌
の
配
布
を
う
け
、
そ

の
他
前
条
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
員
に
本
会
の
目
的
の
遂
行
を
さ
ま
た
げ
る
行
為
の
あ

っ
た
場
合
に

は
、
委
員
会
は
こ
れ
を
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
会
は
次
の
役
員
を
お
く
。

１
　
会
長

一
名

２
　
副
会
長
二
名

３
　
委
員
若
千
名

４
　
監
事
二
名

委
員

・
監
事
は
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
、
任
期
は
二
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
は
さ
ま
た
げ
な
い
。

委
員
は
委
員
会
を
組
織
し
、
会
則
に
も
と
づ
き
会
務
を
処
理
す
る
。

会
長
お
よ
び
副
会
長
は
、
委
員
会
の
互
選
に
よ
る
。
会
長
は
本
会
を

代
表
し
、
会
務
を
総
括
す
る
。
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
す
る
。

監
事
は
会
計
お
よ
び
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

本
会
は
毎
年

一
回
総
会
を
開
く
。

本
会
の
経
費
は
会
費
消
よ
び
寄
付
金
を
も
っ
て
あ
て
、
総
会
に
お
い

て
会
計
報
告
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

こ
の
会
則
の
変
更
は
総
会
に
お
い
て
議
決
す
る
も
の
と
す
る
。

委
員
会
は
会
務
運
営
の
た
め
、
幹
事
若
千
名
を
委
嘱
し
、
ま
た
細

則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

第
六
条

第
七
条二三四

第
八
条

第
九
条

第
十
条

第
十

一
条
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木
簡
学
会
第
二
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

第
二
回
木
簡
学
会
総
会
と
研
究
集
会
は
例
年
ど
お
り
、
十
二
月
の
第

一
土
曜

日
、
日
曜
日
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
。
場
所
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平

城
官
跡
資
料
館
の
講
堂
を
使
用
し
た
。
参
加
会
員
は

一
〇
〇
名
近
く
、
総
会

・

研
究
集
会
と
も
充
実
し
た
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。
研
究
集
会
は
第

一
日
三
名

・

第
二
日
四
名
の
報
告
を
行
な
い
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
討
論
が
行
な
わ
れ
た
が
、

栃
木

・
石
川
等
の
地
方
の
木
簡
や
中
国
簡
の
書
風
の
問
題
な
ど
も
合
め
て
幅
広

い
内
容
の
研
究
集
会
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
当
日
は
会
場
に
下
野
国
府
跡
や
、

石
川
県
高
堂
遺
跡
な
ど
の
木
簡
が
遠
方
か
ら
運
び
込
ま
れ
、
参
加
者
は
木
簡
を

目
の
あ
た
り
に
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
研
究
集
会
の
内
容
を

一
段

と
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
つ
も
な
が
ら
、
各
発
掘
担
当
者

・
機
関
等
の
御

好
意
に
厚
く
感
謝
し
た
い
。

◇
十
二
月
二
日

（土
）
午
後

一
時
五
分
か
ら
第
三
回
総
会
が
始
め
ら
れ
た
。

第
二
回
総
会

（議
長
　
北
村
文
治
氏
）

岸
俊
男
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
北
村
文
治
氏
を
議
長
に
選
出
し
て
、
総
会

議
事
を
進
め
た
。

会
務

・
編
集
報
告

（佐
藤
委
員
）

本
学
会
の
一
年
間
の
会
務
活
動
と
会
誌
編
集
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
報

告
が
あ
り
、
異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。
会
務
報
告
は
、
ま
ず
会
員
数
が
順
調

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
昨
年
度
大
会
時
に
く
ら
べ
て
新
入
会
員
が

一
二
名
と
な
り
、
総
会
の
時
点
で

一
五
四
名

に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
編
集
に
つ
い
て
は
、
会
誌
第
二
号
を

一
〇
〇
〇
部
印
刷
し
た
こ
と
、
ま

た
第
二
号
を
二
五
〇
部
増
刷
し
た
こ
と
、
ま
た

一
九
八
〇
年
、
八

一
年
の
出

土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
諸
機
関
の
御
協
力
に
よ
っ
て
情
報
を
十
分
に

収
集
し
え
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
さ
ら
に
会
誌
の
充
実
の
た
め
に
は
会

員
か
ら
の
積
極
的
な
投
稿
が
望
ま
し
い
旨
報
告
が
あ
り
、
投
稿
規
定
を
決
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

会
計
報
告

（岩
本
委
員
）

一
九
八
〇
年
度

（
一
九
八
〇
年
四
月
１
八
一
年
二
月
）
の
会
計
に
つ
い
て
、

収
支
決
算
の
報
告
と
説
明
と
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
八
〇
年
度
会
計
に
つ
い

て
は
、
八

一
年
六
月
五
日
に
監
事
の
関
晃
氏

・
土
田
直
鎮
氏
に
よ
っ
て
監
査

が
行
な
わ
れ
、
帳
簿
類
は
誤
り
な
く
整
理
さ
れ
、
会
計
執
行
が
正
当
に
行
な

わ
れ
た
旨
、
土
田
氏
よ
り
報
告
が
行
な
わ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

総
会
の
後
、
二
時
半
よ
り
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

研
究
集
会

（議
長
　
青
木
和
夫
氏
）

居
延
の
草
書
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
枝
　
晃

呪
符
木
簡
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
　
率

庸
米
付
札
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野
　
久

藤
枝
報
告
は
永
年
に
わ
た
る
氏
に
よ
る
木
簡
の
調
査

。
研
究
を
通
じ
て
の
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内
容
で
、
漢
簡
で
は
数
少
な
い
草
書
木
簡
の
機
能
的
な
特
質
を
解
明
し
た
も

の
で
、
日
本
簡
の
即
物
的
な
研
究
に
は
示
唆
す
る
と
こ
ろ
の
大
き
な
も
の
で

あ

っ
た
。

和
田
報
告
に
つ
い
て
は

『木
簡
研
究
』
第
四
号

（本
号
）
に
収
載

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
狩
野
報
告
は
す
で
に
第
二
号
に
収
載
さ
れ
て
差

り
、
参
加
者
は
会
誌
を
参
照
し
つ
つ
報
告
を
き
く
こ
と
が
で
き
た
。

◇
十
二
月
二
日

（日
）

研
究
集
会

（議
長
　
原
　
秀
三
郎
氏
）

前
日
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
研
究
集
会
が
行
な
わ
れ
た
。
報
告
は
次
の
四
本

で
あ

っ
た
。

最
近
の
各
地
遺
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
頭
清
切

石
川
県
小
松
市
高
堂
遺
跡
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
一声
澗
幹
夫

下
野
国
府
出
上
の
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
田
熊
清
彦

。
平
川
　
南

一
九
八

一
年
の
平
城
官
跡
出
土
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
信

こ
の
四
つ
の
報
告
は
い
ず
れ
も
本
号
に
内
容
の

一
部
を
収
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
昼
食
時
の
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
、
平
城
官
跡
内
の
発
掘
現
場

（第

一
三
二
次
）
を
見
学
し
た
。
発
掘
地
点
は
官
南
面
西
門
付
近
で
、
木
簡
が
出

上
し
た
二
条
大
路
北
側
濤
等
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

委
員
会
報
告

◇

一
九
八
二
年
六
月

一
七
日

第
四
回
木
簡
学
会
総
会

・
研
究
集
会
の
日
程

・
報
告
内
容
に
つ
い
て
検
討

し
、

『木
簡
研
究
』
第
四
号
の
編
集
方
針
の
大
要
を
決
め
た
。
ま
た
、
新
規

入
会
申
し
込
み
者
に
つ
い
て
は
四
名
の
方
々
の
申
し
込
み
を
受
理
し
て
、
入

会
を
承
認
し
た
。
な
お
、
一
九
八
一
年
度
の
会
計
報
告
が
あ
り
、
検
討
さ
れ
、

大
会
ま
で
に
監
査
を
う
け
る
こ
と
と
し
た
。

◇

一
九
八
二
年
十
月
二
十
日

第
四
回
木
簡
学
会
の
総
会

。
研
究
集
会
の
内
容

。
日
時

を

ほ
ぼ
確
定
し

た
。
ま
た
、
『木
簡
研
究
』
第
四
号
の
編
集
経
過
が
報
告
さ
れ
、
ほ
ば
、
頒

価
据
え
置
き
で
刊
行
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に

新
規
入
会
者
と
し
て
は
二
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
　
ま
た
、

今
年
度
は
委
員
の
改
選
時
期
に
当
る
た
め
、
大
会
に
提
出
す
べ
き
役
員
の
候

補
に
つ
い
て
若
干
討
議
が
な
さ
れ
た
。

木
簡
学
会
　
役
員

会
　
長
　
　
岸
　
　
俊
男

副
会
長
　
　
大
庭
　
　
脩
　
・

平
野
　
邦
雄

委
　
員
　
　
圭月
木
　
和
夫
　
　
　
岩
本
　
次
郎
　
　
　
岡
崎
　
　
敬

門
脇
　
禎
二
　
　
　
狩
野
　
　
久
　
　
　
鬼
頭
　
清
明

佐
藤
　
一本
諄
　
　
　
田
中
　
　
琢
　
　
　
田
中
　
　
稔

坪
井
　
清
足
　
　
　
直
木
孝
次
郎
　
　
　
早
川
　
庄
八

原
　
秀
二
郎

監
　
事
　
　
関
　
　
　
晃
　
　
　
土
田
　
直
鎮
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